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筑

夫
著

中
国
経
潰
史
論
叢

上
・
下

佐

武

敏

藤

中
園
に
お
け
る
中
関
経
済
史
の
研
究
は
か
つ
て
の
分
期
論
争
を
中
心
と
し
た

時
期
を
経
て
最
近
、
史
料
集
の
刊
行
、
数
多
く
の
著
書
・
論
文
の
稜
表
な
ど
の

現
象
か
ら
す
る
と
、
少
く
と
も
外
面
的
に
は
多
様
化
と
深
化
を
示
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
昨
年
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
上

・
下
冊
合
せ
て
七
七

0
ペ
ー
ジ
に

お
よ
ぶ
大
著
で
、
最
近
の
中
園
経
済
史
研
究
の
代
表
的
な
業
績
の

一
つ
と
言
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
停
筑
夫
氏
と
な
っ
て
い
る
が
、
筑
は
価
問
髄
字
で
侍

築
夫
氏
の
よ
う
で
あ
る
。
著
者
に
つ
い
て
私
は
よ
く
知
ら
な
い
。
た
だ
以
前
、

「
中
園
資
本
主
義
萌
芽
問
題
討
論
集
」
上
(
中
園
人
民
大
翠
中
園
歴
史
教
研
室

編、

一
九
五
七
〉
に
収
め
ら
れ
た
李
競
能
氏
と
の
共
著
に
な
る
「
中
園
封
建
祉

舎
内
資
本
主
義
因
素
的
萌
芽
」
と
い
う
論
文
に
目
を
通
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
け

で
あ
る
。
こ
れ
は
中
園
の
資
本
主
義
萌
芽
開
始
の
時
期
を
明
清
時
代
に
も
と
め

る
論
文
が
多
い
同
論
集
の
中
で
唐
宋
時
代
の
商
品
経
済
の
設
展
か
ら
設
き
始

め
、
資
木
主
義
萌
芽
の
歴
史
的
前
提
が
唐
代
に
形
づ
く
ら
れ
て
い
た
と
い
う
か

な
り

ユニ

l
グ
な
槻
鮎
を
提
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
外
の
論
文

を
「
東
洋
風
平
文
献
類
自
」
な
ど
に
よ
っ
て
し
ら
べ
て
み
る
と
、
「
研
究
中
園
経

済
史
的
苛
ぷ
我
及
方
法
」
(
「
中
園
経
済
」

一一
|
九
、
一
九
三
四
)
、
「
由
経
済
上
考

案
中
国
封
建
制
度
生
成
興
銀
滅
的
時
代
問
題
」
(
「
園
立
中
央
大
皐
杜
曾
科
息
子
叢

刊
」

一
|

て
一
九
三
五
)
、
「
中
園
歴
代
的
銀
幣
及
銀
問
題
」
(
「
祉
曾
科
皐
叢

刊
」
二
|

て

一
九
=
=
ハ
〉
な
ど
が
あ
る
。
最
初
の
論
文
と
思
わ
れ
る
の
が
出

た
一
九
三
四
年
は
、
い
わ
ゆ
る
中
園
社
舎
史
論
戦
に
つ
づ
い
て
雑
誌
「
食
貨
」

が
創
刊
さ
れ
た
年
で
、
中
園
経
済
史
研
究
の
勃
興
期
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て

博
氏
は
中
園
に
お
け
る
経
済
史
研
究
の
先
駆
者
の
一
人
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
本
書
下
冊
の
後
記
に
よ
る
と
、
現
在
は
北
京
経
済
摩
院
中
園
古
代
経
済
史

研
究
室
に
所
属
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
本
書
は
著
者
の
長
い
経
済
史
研
究
の
成
果
を
集
大
成
し
た
も
の

で
、
時
代
は
股
代
か
ら
清
代
に
わ
た
り
、
各
時
代
の
経
済
に
関
す
る
基
本
的
な

問
題
を
取
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
目
次
を
見
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
た

だ
し
論
文
番
続
お
よ
び
ペ
ー
ジ
数
は
私
が
附
し
た
も
の
で
あ
る
。

上

ω有
開
中
園
経
済
史
的
若
干
特
殊
問
題
(
代
序
)
(
ペ
ー
ジ
数
二
二
、
以
下

ペ
ー
ジ
数
略
〉

ω股
代
的
措
附
農
奥
股
人
的
遜
居
(
二
九
〉

ω井
田
制
輿
農
奴
制
(
五
八
)

ω中
園
土
地
私
有
制
的
設
展
奥
地
主
制
経
済
(
一

O
一一一)

同
地
主
制
経
済
的
特
黙
及
其
剥
削
的
残
酷
性
(
五

O
)

ω中
園
歴
史
上
幾
次
E
大
的
経
済
波
動
(
七
八
)

問
中
園
古
代
城
市
在
園
民
経
済
中
的
地
位
和
作
用
(
六
六
〉

下
川
問
中
園
工
商
業
者
的
行
及
其
特
黙
(
一
O
六〉

例
古
代
貨
幣
経
済
的
突
出
設
展
及
其
封
杜
禽
経
済
所
産
生
的
深
遠
影
響

(占ハ一一)
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同
貨
幣
経
済
的
衰
落
輿
寅
物
貨
讐
的
代
輿
ハ
五
三
〉

帥
抑
商
政
策
的
産
生
根
源
、
貫
徹
抑
商
政
策
的
三
項
制
度
及
其
針
商
品
経
済

設
展
的
影
響
(
六
一
)

ω有
開
資
本
主
義
萌
芽
的
幾
個
問
題
(
四

O
)

附
録

ω欧
洲
封
建
社
合
的
基
本
経
済
規
律
及
其
運
行
(
一
二

O
〉

附
録

ω封
建
経
済
危
機
的
設
展
輿
封
建
制
度
的
分
解
(
一一一
一
)

衣
に
西
欧
を
扱
っ
た
附
録
二
篇
を
除
い
て
各
論
文
の
内
容
を
要
約
し
て
み
よ

たつ。
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ωは
序
言
に
代
わ
る
も
の
で
、
ま
ず
こ
の
書
物
の
脅
舗
を
の
ベ
、
次
い
で
論

文
で
取
級
っ
た
主
要
な
問
題
を
八
つ
に
ま
と
め
、
簡
単
な
設
明
を
加
え
て
い

る
。
後
者
に
つ
い
て
は

ω以
下
で
ふ
れ
る
の
で
、
こ
の
書
物
の
意
園
を
見
て
み

る
。
中
園
の
生
産
方
式
の
歴
史
は
他
の
園
の
と
基
本
的
に
は
一
致
し
て
い
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
方
式
の
具
鐙
的
な
表
現
方
式
に
は
大
き
な
特
殊
性
が
反

映
し
て
い
る
。
そ
こ
で
中
園
経
済
史
に
は
他
の
園
と
相
違
す
る
重
大
問
題
と
特

殊
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。
重
大
問
題
と
い
う
の
は
そ
う
し
た
問
題
か
中
園
の

社
曾
経
済
機
構
の
形
成

・
愛
生
に
重
大
な
作
用
を
な
し
て
い
る
こ
と
、
社
舎
経

済
制
度
の
設
展
・
努
化
に
深
い
影
響
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
特
殊
問
題
と
い
う

の
は
中
園
の
経
済
制
度
・
経
済
問
題
を
外
園
と
り
わ
け
西
欧
各
園
の
と
比
較
す

る
と
、
機
機
形
態
、
運
営
方
式
、
支
配
し
て
い
る
経
済
規
律
、
設
展
の
道
筋
な

ど
が
相
違
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
著
者
は

ω以
下
の
論
文
で
と
り
わ
け
中

園
の
社
曾
経
済
制
度
の
歴
史
を
西
欧
の
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
特
殊

性
を
閣
明
に
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
。

ωは
段
人
の
遷
徒
の
原
因
を
考
察
す
る
こ
と
を
手
掛
り
と
し
て
段
代
の
農
業

-
祉
舎
を
研
究
し
た
も
の
。
殺
人
の
遷
徒
は
契
よ
り
対
王
ま
で

一
六
回
数
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
設
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
最
有
カ
な

の
は
王
図
維
の
河
患
を
避
け
た
と
す
る
設
で
あ
る
。
し
か
し
股
代
大
き
な
河
患

は
な
く
、
遷
徒
の
地
黙
も
河
か
ら
離
れ
、
地
勢
の
高
い
と
こ
ろ
多
く
、
む
し
ろ

意
圏
的
に
沿
河

一
帯
に
移
住
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
河
患
で
は
な
く

て
経
済
的
な
原
因
に
も
と
づ
く
と
す
る
。
つ
ま
り
殿
代
は
農
業
社
舎
で
あ
る

が
、
粗
放
な
原
始
農
業
で
あ
る
。
農
具
は
木
器

・
石
器

・
蜂
器
で
粗
末
で
あ
る

が
、
そ
れ
よ
り
重
要
な
こ
と
は
耕
作
方
法
の
原
始
性
で
あ
る
。
甲
骨
文
に
「
焚
」

と
見
え
る
の
が
火
耕
つ
ま
り
焼
畑
で
、
こ
れ
が
嘗
時
の
農
法
で
あ
る
。
こ
の

農
法
は
地
力
が
衰
え
る
と
、
他
の
土
地
に
移
住
す
る
も
の
で
、
ミ

ω笠
岡
江
田
向

。
ロ
-tazzoロ
ミ
も
し
く
は
た
ω
E
p
z
m
g
S
F
O品
目
。
同
町
曲
口回
目白
岡3

と
呼
ば

れ
、
著
者
は
「
激
農
」
と
誇
す
。
ま
た
土
地
は
移
住
す
る
た
め
一
時
的
で
あ

る
が
氏
族
の
公
有
で
あ
る
。
直
接
の
耕
作
者
は
奴
隷
で
あ
る
が
、
股
代
、
奴
隷

制
は
充
分
裂
達
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
奴
隷
も
民
族
の
占
有
で
あ
る
こ
と
、
賓

買
が
行
わ
れ
ず
、
伊
虜

・
罪
人
の
来
源
で
は
限
り
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
こ

で
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
1
7
の
よ
う
な
大
奴
隷
主
、
大
土
地
所
有
者
に
設
展
で
き
な

か
っ
た
、
と
考
え
る
。
な
お
中
園
古
代
の
奴
隷
制
度
は
崩
癒
し
た
後
、
残
存
が

長
く
、
近
代
に
ま
で
い
た
っ
て
い
る
、
と
も
考
え
る
。

ωは
井
田
制
を
通
じ
て
西
周
に
お
け
る
荘
園
制
・
封
建
制
の
成
立
を
論
誼
し

よ
う
と
し
た
も
の
。
ま
ず
「
詩
経
」
農
事
詩
を
史
料
と
し
て
、
農
夫
は
寅
際
上

自
分
に
属
す
る
土
地
を
も
つ
こ
と
、
貧
際
上
も
し
く
は
法
律
上
自
分
の
所
有
に

属
す
る
生
産
工
具
を
も
つ
こ
と
、
領
主
の
公
田
を
耕
作
す
る
と
き
、
自
分
の
生

産
工
具
を
用
い
る
必
要
が
な
い
上
、
自
分
で
食
事
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
自
分
の
運
搬
用
具
を
用
い
て
無
償
で
領
主
の
た
め
に
物
品
を
運
搬
す
る
こ

と
、
私
田
の
枚
穫
物
は

一
部
を
貢
賦
と
す
る
他
は
自
分
の
所
有
に
腕
す
る
こ
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と
、
自
分
で
自
分
と
家
族
の
生
活
に
責
任
を
も
つ
こ
と
、
な
ど
を
論
じ
、
「
詩

経
」
刷
版
事
詩
の
農
夫
は
農
奴
に
あ
た
る
と
い
う
。
次
い
で
土
地
制
度
に
う
つ

り
、
井
田
制
が
西
周
の
土
地
占
有
の
主
要
形
式
と
し
、
そ
れ
が
中
世
西
欧
の
荘

国
制
と
性
質
・
作
用

・
組
織
形
式
の
貼
で
大
陸
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
「
孟
子
」

勝
文
公
上
、
「
穀
梁
俸
」
宣
公
十
五
年
の
記
事
な
ど
の
分
析
に
よ
り
論
置
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
井
田
が
「
公
団
」
と
「
我
私
」
の
矛
盾
統
一
鐙
で
あ

る
こ
と
、
井
田
の
中
心
の
公
回
に
盛
舎
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
農
奴
は
公

団
の
労
役
が
終
っ
て
か
ら
私
田
を
治
め
る
こ
と
、
井
田
は
孤
立
的
な
自
給
自
足

の
経
済
単
位
を
な
す
こ
と
、間
民
夫
は
互
に
仕
事
の
上
で
、
生
活
の
上
で
媛
助
し

合
う
こ
と
、
農
繁
期
に
は
集
闘
労
働
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
土
地
利
用
の
方
式
が

村
落
の
周
囲
が
耕
地
、
耕
地
の
外
が
公
地
の
草
地
と
牧
場
、
そ
の
外
が
森
林
と

荒
地
、
土
地
の
耕
作
方
法
は
「
三
田
制
」
つ
ま
り
「
蕗
」
「
新
」
「
舎
」
の
=
一

種
で
あ
る
こ
と
、
の
七
つ
の
角
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
最
後
に
胤
初
に
農
奴

制
が
出
現
し
た
原
因
と
し
て
、
肢
周
革
命
は
ゲ
ル
マ
ン
人
が
ロ
l
マ
帝
図
を
征

服
し
た
の
と
同
様
、
文
化
的

・
経
済
的
に
低
い
部
族
が
高
い
部
族
を
征
服
し
た

の
と
似
て
お
り
、
周
人
は
被
征
服
奮
部
族
に
射
し
て
封
建
的
統
治
昭h
怖
を
行
わ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
周
人
は
般
人
の
奴
線
制
が
瓦
解
し
て
い
る
の

を
知

っ
て
い
た
こ
と
、
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ωの
西
周
を
封
建
制
成
立
の
時
期
と
す
る
見
方
は
中
園
の
特
殊
性
を
と
ら
え

て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
中
世
西
欧
と
の
同
一
性
を
指
摘
す
る
も
の
で

あ
る
。
中
園
封
建
制
の
特
殊
性
は
む
し
ろ
東
岡山
以
後
に
お
い
て
展
開
す
る
。
し

た
が
っ
て
著
者
は
西
周
を
領
主
制
経
済
、
典
型
的
封
建
制
の
時
期
と
呼
び
、
東

周
以
後
、
清
代
ま
で
を
地
主
制
経
済
、
第
態
的
封
建
制
の
時
期
と
呼
ぶ
。
東
胤

以
後
の
経
済
史
の
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
似
の
論
文
で
取
扱
わ
れ
て
い

る
。

川
刊
は
中
園
の
大
土
地
私
有
制
の
設
展
と
地
主
制
経
済
を
論
じ
た
も
の
。
西
欧

封
建
制
の
経
済
機
構
は
終
始
、
領
主
制
経
誠
円
で
あ
っ
た
の
に
、
中
園
で
は
戟
園

以
降
土
地
が
自
由
貿
買
と
な
り
、
地
主
制
経
済
に
な
る
知
、
中
園
封
建
制
の
特

色
が
あ
る
と
し
、
土
地
貰
買
に
よ
る
土
地
私
有
制
が
設
展
し
た
秦
漢
時
代
か
ら

明
清
時
代
ま
で
の
土
地
制
度

・
土
地
問
題
を
詳
細
に
あ
と
づ
け
て
い
る
。
ま
ず

秦
漢
時
代
ど
う
い
う
人
た
ち
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
し
て
大
土
地
所
有
が
行
わ
れ

た
か
を
の
べ
、
個
人
の
場
合
は
購
入
が
主
要
来
源
だ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
そ
れ

に
針
す
る
図
家
の
針
策
と
し
て
限
田

・
抑
商
政
策

・
富
豪
の
遷
徒
を
あ
げ
、
そ

の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
。
次
に
六
朝
に
お
け
る
土
地
私
有
制
設
展
の
情
況
を

の
ベ
、
さ
ら
に
北
貌
か
ら
蔚
に
い
た
る
均
田
制
と
土
地
象
併
に
到
す
る
作
用
に

う
つ
る
。
北
貌
の
制
度
に
つ
い
て
、
①
私
有
制
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
、

②

賓

買

の
範
囲
は
制
限
す
る
が
、
責
買
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
指
摘
し
、
土
地
問
題
に
つ
き
、
い
く
ら
か
有
数
な
の
は
荒
関
無
主
の
公

団
を
土
地
を
も
た
な
い
農
民
に
分
配
し
、
土
地
の
荒
駿
を
減
少
し
、
農
業
生
産

を
促
進
し
、
階
級
矛
盾
を
緩
和
さ
せ
る
鮎
、
土
地
の
紛
争
を
解
決
す
る
黙
、
隠

漏
の
戸
口
を
検
括
し
て
財
政
牧
入
を
増
加
さ
せ
る
黙
に
あ
る
と
し
、
制
度
の
貸

施
は
疑
問
だ
が
、
質
施
の
結
果
は
公
団
の

一
部
が
私
回
に
祭
り
、
私
有
土
地
が

縮
小
す
る
の
で
な
く
、
む
し
ろ
抜
大
す
る
と
い
う
。
唐
の
均
田
制
は
北
貌
の
と

菅
の
占
田
制
を
ま
ぜ
合
せ
た
も
の
で
、
立
法
の
精
神
は
寅
質
的
に
後
退
し
て
い

る
と
見
る
。
永
業
団
だ
け
で
な
く
、
口
分
田
も
貰
買
で
き
、
寅
際
上
は
土
地
質

買
の
一
切
の
制
限
が
排
除
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
田
制
は
唐
代
、
大
量
の
無
主

の
荒
田
が
な
く
、
人
口
増
加
も
あ
り
、
空
文
で
あ
っ
て
、
豪
強
の
土
地
粂
併
に

は
何
ら
の
作
用
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
つ
つ
い
て
均
田
制
燈
止
後
の
唐
代
か
ら
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宋
・
元
を
細
胞
て
明
清
に
い
た
る
ま
で
の
土
地
買
買
と
土
地
粂
併
の
進
行
が
の
べ

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
土
地
が
各
種
財
富
の
中
、
最
も
安
全
な
保
障
と
な
っ
た

た
め
、
そ
れ
を
基
礎
と
す
る
地
主
制
経
済
が
長
期
に
繁
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と

い
う
。川w
は
川
刊
の
補
足
で
、
地
主
制
経
済
の
剥
倒
、
地
主
制
経
済
の
土
地
経
管
方

式
、
中
園
の
祉
曾
経
済
設
展
遅
滞
の
内
因
と
外
因
な
ど
の
諸
問
題
を
取
扱
っ
た

も
の
。
剥
制
に
つ
い
て
は
、
領
主
制
経
済
で
は
労
役
地
租
で
、
制
限
が
あ
る

が
、
地
主
制
経
済
で
は
質
物
・
貨
幣
地
租
と
な
り
、
そ
の
率
は
領
主
制
経
済
の

場
合
よ
り
重
く
、
百
分
の
五
十
よ
り
は
低
く
な
く
、
経
済
外
の
も
の
も
あ
る
こ

と
を
の
ベ
る
。
土
地
経
管
方
式
に
つ
い
て
は
小
農
経
済
が
長
期
に
つ
づ
く
と

し
、
地
権
の
分
散
の
原
因
は
土
地
の
自
由
貿
買
と
多
子
継
承
制
度
が
関
係
し
、

経
営
皐
位
の
分
散
は
農
民
の
貧
困
に
あ
り
、
佃
農
で
あ
れ
、
自
作
農
で
あ
れ
、

大
型
農
場
を
経
営
す
る
力
量
が
な
い
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
最
後
に
粧
品
間
経
済

遅
滞
の
内
因
を
地
主
制
経
済
か
ら
生
ま
れ
た
土
地
経
営
に
、
外
因
を
天
災
・
兵

禍
・
疾
疫
な
ど
に
も
と
め
て
い
る
。

川
仰
は
地
主
制
経
済
が
つ
づ
い
た
二
千
徐
年
聞
に
お
け
る
天
災
・
兵
摘
な
ど
に

も
と
づ
く
経
済
波
動
を
描
い
た
も
の
。

的
か
ら

ωま
で
は
地
主
制
経
済
の
時
期
に
お
け
る
中
園
の
都
市
、
行
、
貨
幣

経
済
、
抑
商
政
策
を
扱
っ
て
い
る
。

切
は
古
代
都
市
の
園
民
経
済
に
お
け
る
地
位
と
作
用
を
論
じ
た
も
の
。
中
園

封
建
制
の
特
色
の
一
つ
は
都
市
の
性
質
と
設
展
の
道
筋
で
あ
る
と
し
て
い
る

が
、
中
世
西
欧
の
都
市
は
商
工
業
の
中
心
で
あ
り
、
封
建
領
主
か
ら
濁
立
し
た

自
由
な
都
市
で
あ
る
の
に
中
園
の
都
市
は
終
始
封
建
統
治
機
構
の
中
に
あ
る
と

し
、
中
園
歴
代
主
要
都
市
の
特
色
に
言
及
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
次
に
都
市

経
済
の
特
色
と
し
て
市
場
・
商
工
業
・
商
工
業
者
に
劃
す
る
政
府
の
干
渉
や
管

制
の
問
題
か
取
上
げ
ら
れ
、
最
後
に
都
市
経
済
の
園
民
経
済
に
お
け
る
作
用
・

影
響
が
①

濁
立
し
た
経
済
陸
系
を
な
さ
な
い
こ
と
、
②
濁
立
し
た
商
工
業

が
な
く
、
商
品
経
済
の
夜
展
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
、

③

西
欧
の
よ
う
な
兄
弟

舎
式
行
曾
制
度
が
な
い
こ
と
、
④
行
舎
制
度
を
飲
く
こ
と
が
経
済
援
展
上
、

有
利
な
面
と
不
利
な
面
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

川W
は
切
に
も
見
え
る
中
園
商
工
業
の
行
と
そ
の
特
色
を
扱
っ
た
も
の
で
、
本

書
の
中
、
最
も
長
編
で
あ
る
。
組
織
と
し
て
の
行
の
愛
生
を
唐
代
に
も
と
め
、

い
く
ら
か
の
共
同
の
祉
舎
組
織
・
宗
教
活
動
を
す
る
が
、
営
業
は
自
由
で
、
し

た
が
っ
て
同
行
業
者
聞
の
貧
富
の
差
が
大
き
い
こ
と
、
行
以
外
の
人
の
資
本
の

使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
が
西
欧
の
ギ
ル
ド
と
の
相
違
貼
と
し

て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
い
で
宋
・
元
・
明
の
行
の
目
的
、
組
織
と
活
動
、
西

欧
の
ギ
ル
ド
と
比
較
し
て
の
特
色
な
ど
を
考
察
し
て
い
る
が
、
と
く
に
最
後
の

問
題
に
つ
い
て
宋
・
明
清
の
場
合
を
見
て
み
る
。
宋
の
は
①
同
一
行
に
大
戸

・
小
戸
が
あ
っ
て
、
禽
員
の
経
済
的
地
位
が
異
な
る
こ
と
、
②
各
行
大
戸
に

よ
り
操
縦
さ
れ
、
各
種
負
携
も
大
戸
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
こ
と
、
③
大
戸
は
市

場
を
盤
断
し
、
物
債
を
操
縦
す
る
が
、
同
行
聞
で
も
は
げ
し
い
競
争
が
あ
る
こ

と
、
③
中
園
の
都
市
に
は
排
外
的
性
質
と
市
民
が
市
場
を
盤
断
す
る
制
度
が

生
ま
れ
な
い
こ
と
、

⑤

西
欧
の
行
は
商
品
経
済
不
渡
遠
の
結
果
で
あ
る
が
、

中
園
の
は
商
品
経
済
愛
遠
の
結
果
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
明
清
の
は
と

く
に
蘇
州
に
つ
い
て
言
う
と
、
①
同
業
救
済
の
「
善
翠
」
が
主
目
的
で
あ
る

こ
と
、
②
行
規
は
営
業
を
拘
束
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
③
西
欧
の
監
督

は
二
年
に
一
度
、
大
舎
で
え
ら
ば
れ
る
が
、
中
園
は
官
か
ら
の
波
遺
か
地
方
の

有
力
者
で
、
長
期
濁
占
或
は
世
襲
で
、
同
行
の
利
盆
を
代
表
し
な
い
こ
と
、
な

ど
で
あ
る
。
要
す
る
に
行
も
し
く
は
公
所
・
曾
館
を
ギ
ル
ド
と
同
一
視
す
る
設

に
反
謝
し
て
本
質
的
に
異
な
る
も
の
と
い
う
。
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例
は
東
周
か
ら
秦
漢
に
い
た
る
閥
、
貨
幣
経
済
の
設
展
を
の
べ
た
も
の
、

ω

は
六
朝
に
お
け
る
貨
幣
経
済
の
衰
退
、
貨
物
貨
幣
の
代
興
、
唐
代
に
お
け
る
貨

幣
経
済
の
復
活
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
早
期
封
建
祉
曾
に
お
け

る
貨
幣
経
済
の
設
展
と
い
う
現
象
で
、
こ
れ
は
祉
禽
経
済
機
構
へ
の
衝
撃
、
土

地
の
自
由
貿
買
、

営
利
精
神
と
黄
金
舜
物
数
、
商
業
資
本
の
蓄
積
、
高
利
貸
活

動
、
奴
隷
制
の
長
期
残
存
な
ど
祉
曾
経
済
の
設
展
獲
化
に
重
大
な
影
響
を
輿
え

た
と
見
て
い
る
。

ωは
封
建
制
を
長
期
に
存
績
さ
せ
た
園
家
の
政
策
の
一
つ
、
抑
商
政
策
を
歴

史
的
に
研
究
し
た
も
の
。
抑
商
政
策
の
言
論
と
施
策
を
の
べ
る
と
と
も
に
そ
の

前
提
と
な
る
抑
奪
政
策
の
言
論
と
施
策
に
も
ふ
れ
、
さ
ら
に
抑
商
政
策
の
三
大

支
柱
と
な
っ
た
禁
権
制
度
、
土
貢
制
度
、
官
工
業
制
度
を
詳
し
く
検
討
し
、
そ

う
し
た
政
策
が
商
品
経
済
の
設
展
を
阻
碍
し
た
作
用
は
低
く
評
債
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
と
し
て
い
る
。

ωは
資
本
主
義
萌
芽
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
で
あ
げ
た
論
文
の
訂
補

も
行
っ
て
い
る
。
雇
傭
労
働
の
設
生
は
西
欧
よ
り
は
る
か
に
早
い
前
四
世
紀
に

出
現
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
資
本
主
義
萌
芽
の
標
準
に
は
な
ら
ず
、
商
品
経
済

が
進
ん
だ
唐
代
が
資
本
主
義
萌
芽
出
現
の
歴
史
的
前
提
で
、
宋
代
が
萌
芽
愛

生
の
主
要
時
期
、
明
初
か
ら
ア
ヘ
ン
戦
争
ま
で
も
萌
芽
の
段
階
に
停
滞
し
て
い

た
、
と
す
る
。

四

以
上
、
本
書
の
各
論
文
の
内
容
を
ご
く
か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
し
て
み
た
。
本

書
は
論
文
集
の
腫
裁
を
と
っ
て
い
る
が
、
各
論
文
に
脈
絡
が
あ
り
、
全
鐙
と
し

て
中
園
経
済
史
の
臨
系
化
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
陸

系
化
は
近
代
西
欧
に
生
ま
れ
た
設
展
段
階
設
の
一
つ
を
基
軸
と
す
る
。
前
述
の

よ
う
に
股
代
を
奴
隷
制
、
西
周
を
典
型
的
封
建
制
、
領
主
制
経
済
、
東
周
か
ら
清

代
ま
で
を
獲
態
的
封
建
制
、
地
主
制
経
済
の
時
期
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
こ

れ
は
必
ず
し
も
停
筑
夫
氏
に
特
有
の
覗
黙
で
は
な
い
。
楊
寛
氏
は
新
版
の
「
戟

園
史
」
(
一
九
八

O
)
で
、
春
秋
戟
園
の
際
を
重
要
な
棒
換
期
と
す
る
の
は
大

睦
一
致
し
て
い
る
が
、
材
料
換
の
意
味
に
つ
い
て
、
奴
隷
制
か
ら
封
建
制
へ
と
す

る
郭
沫
若
氏
の
設
、
封
建
的
領
主
制
か
ら
地
主
制
へ
と
す
る
活
文
調
氏
の
設
、

未
設
展
の
奴
隷
制
よ
り
妥
展
し
た
奴
隷
制
へ
と
す
る
〔
向
鍛
・
王
仲
坐
氏
ら
の

?
〕
設
の
三
つ
の
設
を
あ
げ
て
い
る
。
得
氏
の
設
は
活
文
相
側
氏
の
設
に
近
い
。

因
に
楊
寛
氏
は
替
版
「
戟
図
史
」
で
は
活
文
澗
氏
の
設
に
し
た
が
っ
て
い
る

が
、
新
版
で
は
郭
沫
若
氏
の
説
に
改
め
て
い
る
。
し
か
し
待
氏
の
書
物
の
特
色

は
そ
う
し
た
園
式
を
提
示
す
る
こ
と
に
だ
け
あ
る
の
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
比

較
枇
曾
史
、
比
較
経
済
史
の
方
法
で
、
西
欧
と
比
較
し
て
の
中
園
経
済
史
の
百
六

陸
的
な
特
殊
性
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
の
方
を
重
視
す
べ
き
で
あ

る
。
と
り
わ
け
股
代
の
奴
隷
制
が
氏
族
制
を
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

奴
隷
制
は
後
ま
で
残
存
す
る
こ
と
、
封
建
制
が
早
く
西
周
に
出
現
す
る
が
、
そ

の
封
建
制
は
東
尉
以
後
、
領
主
制
か
ら
地
主
制
へ
と
第
り
、
地
主
制
が
長
期
に

わ
た
り
つ
づ
く
こ
と
、
地
主
制
下
の
土
地
制
度
、
土
地
経
営
の
特
色
、
地
主
制

の
時
期
の
経
済
波
動
、
都
市
・
行
の
特
色
、
貨
幣
経
済
の
早
期
出
現
と
そ
の
意

義
、
抑
商
政
策
と
駐
曾
経
済
に
果
し
た
作
用
な
ど
が
時
に
は
論
理
的
す
ぎ
る
と

思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
が
明
快
に
設
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
各
時
代
の
個
々
の
問
題
と
な
る
と
、
多
く
の
疑
問
や
要
望
が
あ
る

が
、
気
が
つ
い
た
黙
を
若
干
の
べ
て
み
た
い
。

第

一
に
肢
代
に
つ
い
て
、
選
後
と
農
業
社
舎
と
を
結
び
つ
け
て
理
解
し
よ
う

と
す
る
。
遷
従
の
原
因
に
つ
い
て
滋
牧
設
、
水
害
設
、
政
治
的
理
由
と
す
る
読

な
ど
が
あ
り
、
縛
氏
の
よ
う
な
火
田
設
も
す
で
に
程
僚
・
陶
希
雲
氏
ら
の
主
張
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し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
待
氏
の
火
田
設
の
根
擦
の
一
つ
、
甲
骨
文
の
「
焚
」
は

胡
厚
宣
氏
「
段
代
焚
回
読
」
〈
「
甲
骨
皐
商
史
論
叢
」
初
集
)
で
は
農
業
と
は
関

係
な
く
、
狩
磁
の
た
め
だ
と
さ
れ
る
。
「
焚
」
字
の
解
穆
を
離
れ
、
土
地
を
代

え
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
施
肥
を
認
め
る
胡
厚
宣
氏
「
殻
代
農
作
施
肥

設
」
(
「
歴
史
研
究
」
一
九
五
五
|
一
〉
は
代
え
な
い
と
考
え
、
天
野
元
之
助
氏

「
中
園
祉
曾
経
済
史
殿
尉
之
部
」
は
代
え
た
と
推
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
遷

従
と
は
ま
た
別
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
遷
徒
の
ほ
と
ん
ど
は
殿
撞
以
前
の
っ
た

え
で
、
そ
れ
以
後
の
農
業
枇
舎
を
全
く
同
一
一
蹴
し
て
よ
い
か
ど
う
か
問
題
で
あ

る
。
次
に
殿
代
、
氏
族
制
が
残
存
し
、
氏
族
占
有
の
奴
隷
ー
ー
そ
の
来
源
は
待

虜
・
罪
人
1
1
4
に
よ
り
農
業
生
産
が
捲
賞
さ
れ
た
と
す
る
が
、
奴
隷
に
よ
る
農

業
生
産
の
裏
づ
け
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
と
恩
わ
れ
る
。

第
二
に
西
周
封
建
制
、
領
主
制
経
済
の
成
立
の
と
こ
ろ
は
西
欧
中
世
の
封
建

制
と
同
一
の
も
の
が
中
園
で
き
わ
め
て
早
く
出
現
し
た
と
い
う
見
解
の
よ
う
で

あ
る
が
、
同
一
視
し
て
よ
い
か
き
わ
め
て
疑
問
で
あ
る
。
一
吉
う
ま
で
も
な
く
西

周
の
封
建
制
度
は
宗
法
制
度
と
密
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
経
済
的
基

盤
を
な
し
た
と
い
う
井
田
制
を
つ
た
え
る
「
孟
子
」
、
「
穀
梁
停
」
、
「
韓
詩
外

停
」
な
ど
の
記
載
を
西
周
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
問
題
だ
し
、
俵
に
西
周
の

っ
た
え
を
記
し
た
と
し
て
も
、
西
欧
中
世
の
荘
園
制
と
同
一
視
し
て
よ
い
か
問

題
で
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
西
欧
の
の

2
2口
口
角
田
。
ユ
と
同
じ
と
す
る
根

援
と
な
っ
た
の
は
、
「
詩
経
」
小
雅
信
南
山
の
「
中
固
有
底
」
の
底
を
底
舎
に

解
す
る
「
韓
詩
外
停
」
の
読
で
あ
る
が
、
慶
は
天
野
氏
も
言
う
通
り
麓
肢
か
登

虚
か
廊
か
の
類
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
詩
経
」
農
事
詩
の
農
夫
を
農
奴
と
規
定

し
て
い
る
が
、
「
詩
経
」
農
事
詩
の
時
代
、
農
夫
の
社
舎
的
性
質
に
つ
い
て
は

回
開
設
が
い
く
つ
か
あ
り
、
今
後
再
検
討
を
必
要
と
す
る
。

第
三
に
著
者
が
最
も
力
を
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
地
主
制
経
済
に
つ
い
て
は
問

題
も
多
い
。
地
主
制
経
済
の
早
期
出
現
に
つ
い
て
は
、
貨
幣
経
済
・
商
業
資
本

の
設
展
と
い
う
側
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
中
央
集
権
値
制
の
成
立
と
合
せ
て
考

察
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
の
長
期
に
わ
た
る
地
主
制
経
済
下
の
土
地

制
度
・
土
地
経
管
に
つ
い
て
、
著
者
は
観
誌
を
も
っ
ぱ
ら
土
地
私
有
制
の
護

展
、
地
主
と
佃
農
と
の
関
係
に
向
け
て
い
る
が
、
そ
れ
が
主
流
を
な
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
戦
園
時
代
か
ら
清
代
ま
で
と
な
る
と
、

一
筋
縄
で
い
か
な
い
こ
と
は
著
者
も
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
し
た
が
っ
て

時
代
毎
に
さ
ら
に
綿
密
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た

だ
自
作
農
が
少
な
か
っ
た
と
し
、
軽
く
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
気
に
な
る
。
さ

ら
に
経
済
波
動
に
注
目
し
て
い
る
が
、
王
朝
単
位
で
あ
っ
て
、
も
っ
と
き
め
細

か
い
分
析
が
笠
ま
れ
る
。

第
四
に
都
市
、
貨
幣
経
済
の
歴
史
や
特
色
に
封
す
る
著
者
の
見
解
は
、
わ
が

園
で
は
そ
れ
程
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
著
者
は
行
と

ギ
ル
ド
と
を
区
別
し
、
同
一
視
す
る
設
と
し
て
加
藤
繁
氏
の
を
あ
げ
て
い
る
。

わ
が
園
で
は
加
藤
氏
以
後
、
行
の
研
究
は
か
な
り
進
ん
で
お
り
、
行
と
ギ
ル
ド

と
の
共
通
黙
、
相
違
黙
も
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
た
と
え
ば
仁
井
田
陸
氏

「
中
園
の
祉
舎
と
ギ
ル
ド
」
の
設
と
縛
氏
の
と
は
か
な
り
喰
い
遠
い
が
あ
る
。

一
々
指
摘
す
る
の
は
省
く
が
、
待
氏
と
異
な
り
、
仁
井
田
氏
は
雨
者
と
も
封
外

的
に
は
排
他
的
で
あ
る
と
共
に
、
針
内
的
に
は
一
腹
卒
等
の
原
則
を
も
っ
て
い

た
と
い
う
。
行
・
舎
館
・
公
所
と
ギ
ル
ド
と
の
比
較
研
究
は
今
後
さ
ら
に
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

本
書
は
中
園
経
済
史
の
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
の
に
多
く
の
示
唆

を
輿
え
て
く
れ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
比
較
祉
曾
史
、
比
較
経
済
史
の
方
法
で

中
園
経
済
史
の
百
六
鐙
的
な
特
殊
性
を
と
ら
え
よ
う
と
い
う
最
近
の
中
園
の
一
つ

の
研
究
方
向
が
う
か
が
わ
れ
て
興
味
深
い
。
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一
九
八

O
年
一
月

・
新
知
三
聯
書
庖

北
京
生
活
・
讃
書

A
5
版

七

七

O
頁

嘉

費

建
著

中
国
買
期
資
産
階
級
的
援
生

黒

田

明

イ申

歴
史
家
も
ま
た
歴
史
的
存
在
で
あ
る
以
上
、
歴
史
的
事
賀
に
針
す
る
評
債

は
、
そ
れ
を
研
究
針
象
と
す
る
歴
史
家
の
主
観
を
超
え
て
彼
の
お
か
れ
た
時
代

の
性
格
か
ら
の
規
制
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
国
頁
緋
を
め
ぐ
る
研
究
も
そ
の
例

外
で
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
の
顕
著
な
例
と
言
え
る
。
そ
し
て
そ
の
規
制

の
受
け
方
は
中
園
近
代
史
研
究
の
動
向
を
如
貨
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、

同貝

緋
を
ど
う
評
債
す
る
か
が
研
究
者
の
立
場
の
試
金
石
で
あ
る
か
の
如
き
で
さ
え

あ
っ
た
。

過
去
の
賀
緋
研
究
史
を
振
り
返
る
と
、
凡
そ
三
種
に
分
類
で
き
る
。
一
つ

は
、
根
岸
倍
に
代
表
さ
れ
る
戦
前
の
日
本
人
研
究
者
の
そ
れ
で
あ
る
。
概
し

て
、
買
緋
商
人
た
ち
の
傍
統
的
性
格
、
強
い
地
縁
結
合
、
民
族
性
を
強
調
し
、

列
強
の
経
済
侵
略
に
針
す
る
買
緋
制
度
の
抵
抗
作
用
を
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し

た
見
解
を
生
む
背
景
と
し
て
、
一
つ
に
は
戦
前
の
中
園
認
識
の
限
界
、
つ
ま

り
東
洋
的
神
秘
性
・
停
滞
性
認
識
が
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
ま
た
一
つ
に
は
嘗

時
日
本
帝
園
主
義
に
と
っ
て
開
港
場
を
基
盤
と
す
る

「紳
商
」
た
ち
こ
そ
が
嘗

面
の
経
済
上
・
政
治
上
の
競
合
劉
象
の
一
つ
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
朕
況
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
が
同
時
代
的
に
一
方
の
蛍
事
者
側
か
ら
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
の
に
劉
し
、
一
九
四
九
年
以
降
、
つ
ま
り
買
続
制
度
消
滅
後
な
さ
れ

た
二
つ
の
方
向
の
研
究
は
、
あ
る
意
味
で
客
観
的
な
面
も
あ
る
が
、
し
か
し
そ

の
買
緋
-
評
債
は
、
政
治
的
色
彩
を
静
び
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ

の
一
方
の
方
向
と
は
、
ァ
J
Y
リ
カ
を
中
心
と
す
る
近
代
化
論
的
視
黙
で
あ
り
、

ペ
2
・
q
s
m
z
g
(郷
延
卒
)
に
代
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
近

代
中
園
研
究
者
の
一

般
的
見
解
で
あ
る
が
、

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二

O
世
紀
に

か
け
て
の
列
強
に
よ
る
中
園
へ
の
経
済
進
出
は
、
決
し
て
量
的
に
は
大
き
な
も

の
で
は
な
く
侵
略
と
言
え
る
程
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
列
強
の
資

本
投
下
は
む
し
ろ
他
地
域
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
し
、
ま
た
、
経
隣
接
鋤
に
よ

っ
て
中
園
に
輿
え
た
近
代
化
の
た
め
の
連
開
放
果
を
相
嘗
な
も
の
と
許
債
す

る
。
そ
の
基
本
線
に
従
っ
て
、
国
貝
緋
制
度
の
存
在
は
欧
米
資
本
主
義
側
に
と
っ

て
は
コ
ス
ト
高
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
か
え
っ
て
経
済
進
出
を
弱
め
る

原
因
と
な
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
、
買
緋
居
を
近
代
化
に
と
っ

て
障
害
と
な
る
中
園
的
停
統
か
ら
脱
却
し
た
、
企
業
家
精
神
に
富
み
政
治
的
に

も
革
新
性
を
州
市
び
た
近
代
化
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
把
え
て
い
る
貼
で
あ
る
。
欧

米
的
(
さ
ら
に
言
え
ば
ア
メ
リ
カ
的
〉
市
民
社
舎
を
自
ら
鐙
現
し
、
さ
ら
に
そ

れ
を
積
極
的
に
移
入
し
よ
う
と
す
る
者
こ
そ
を
祉
舎
設
展
の
捨
い
手
と
す
る
が

如
き
観
黙
が
、
新
植
民
地
主
義
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め

F
i
h

、
。

チ
ん
しこ
れ
に
到
し
て
い
全
面
的
に
反
射
の
側
に
あ
る
の
が
、
誰
よ
り
も
毛
津
東
に

代
表
さ
れ
、
黄
逸
峰
等
中
閣
の
研
究
者
た
ち
が
主
張
し
て
き
た
見
解
、
す
な
わ

ち
「
貿
緋
資
産
階
級
」
を
帝
園
主
義
に
従
属
し
圏
内
封
建
支
配
層
と
連
係
し

た
、
農
民
と
そ
の
他
大
衆
と
敵
射
す
る
最
反
動
層
と
し
て
把
え
る
も
の
で
あ

る
。
極
言
す
れ
ば
、
基
本
的
に
一
九
四
九
年
を
解
決
黙
と
す
る
中
園
近
代
史

を
、
南
京
圏
民
熊
政
府

・
四
大
家
族
に
牧
此
服
さ
れ
る
世
界
帝
図
主
義
に
従
属
す

る
側
と
、
中
園
共
産
黛
に
牧
此
服
さ
れ
る
労
農
大
衆
の
側
と
が
雨
極
に
分
解
し
、

A
U
 

C
U
 

句よ


